










































































































































































































































































































































































































































































































































































































て犯罪の『実行』（刑法 43 条・60 条・61 条）とされるのがそれである」（64）
とし、「犯罪の構成要件に該当する行為を実行行為












































































































































































刑事法学の歩み」『変革の時代における理論刑法学』（平 19 年・2007 年）48
頁、高橋則夫「特集　行為・実行・帰属」『刑法雑誌』45 巻 2 号（平 18 年・
2006 年）223 頁、奥村正雄「実行行為概念について」『大谷實先生喜寿記念
論文集』（平 23 年・2011 年）140 頁など参照。
（ 2 ）  実行行為概念が問題の本質を包み隠し、いわば「ブラックボックス」化し
ているとの批判も、このような本概念のあいまいさに由来するものといえよ
う。この点に関して、山口厚『刑法総論』［第 2 版］（平 19 年・2007 年）51
頁、同『問題探求　刑法総論』（平 13 年・2001 年）2 頁以下参照。
（ 3 ）  代表的なものとして、団藤重光『刑法綱要総論』［第 3 版］（平 2 年・1990
年）373 頁、大塚仁『刑法概説（総論）』［第 4 版］（平 20 年・2008 年）281
頁、福田平『全訂刑法総論』［第 5 版］平 23 年・2011 年）252 頁など。
（ 4 ）  わが国における学派の争いについては、さしあたり、大塚仁『刑法におけ
る新・旧両派の理論』（昭 32 年・1957 年）1 頁以下、内藤謙『刑法理論の史
的展開』（平 19 年・2007 年）284 頁以下、556 頁以下、八木國之『新派刑法
学の現代的展開』（昭 59 年・1984 年）3 頁以下、丸山雅夫「学派の争い」阿
部純二・板倉宏・内田文昭・香川達夫・川端博・曽根威彦編『刑法基本講
座』第 1 巻（平 4 年・1992 年）128 頁以下、中山研一『現代刑法学の課題』
150
（昭 45 年・1970 年）88 頁以下、佐伯千仭 = 小林好信「刑法小学史（学史）」
鵜飼信成 = 福島正夫 = 川島武宜 = 辻清明編『日本近代法発達史』第 11 巻








問」『ジュリスト』第 861 号（昭 61 年・1986 年）58 頁以下、小田中聰樹
「小野清一郎」『法学教室』第 157 号（平 5 年・1993 年）70 頁以下、宮澤浩
一「小野清一郎の刑法理論」吉川経夫 = 内藤謙 = 中山研一 = 小田中聰樹 = 三
井誠編著『刑法理論史の綜合的研究』（平 6 年・1994 年）475 頁以下、中山
研一「小野博士の刑法思想」『刑法の基本思想』（昭 54 年・1979 年）54 頁以
下、木田純一『戦後日本の刑法学』（昭 47 年・1972 年）14 頁以下など参照。
（ 8 ）  牧野の人物像および来歴については、中山研一「牧野英一の刑法理論」吉
川他・前掲注（ 7 ）287 頁以下、土本武司「牧野英一― 新派刑法理論の巨
星」『法学教室』154 号（平 5 年・1993 年）88 頁以下、所一彦「牧野英一」
潮見俊隆・利谷信義編『日本の法学者』（昭 49 年・1974 年）257 頁以下参
照。牧野の業績は、刑法にかぎらず膨大な量にのぼるが、牧野英一『人たち







（12）  西原春夫「正犯と共犯との区別」『刑事法研究』第 2 巻（昭 42・1967 年）
171 頁、川端博「正犯と共犯の区別の基準」『現代刑事法』1 巻 2 号（平 11




博士の『日本法理』の研究』（平 23 年・2011 年）113 頁以下参照。
（14）  内藤・前掲注（ 4 ）359 頁。
小野清一郎の実行行為論と正犯・共犯論　151







る」と述べている。小野清一郎『法学評論』上巻（昭 13 年・1938 年）序 1
頁。以下においては、読みやすさの観点から、適宜旧字体は新字体にあらた
め、送り仮名等を付することにする。
（16）  小野清一郎『日本法理の自覚的展開』（昭 17 年・1942 年）203-4 頁。
（17）  小野［自覚的展開］・前掲注（16）204 頁。































































研究』第 1 巻（大 8 年・1919 年）13 頁以下、同『重訂日本刑法』上巻（昭






























学研究論集』第 37 号（平 24 年・2012 年）1 頁以下、とりわけ 18 頁以下、

















第 41 号（平 26 年・2014 年）97 頁以下、とりわけ 116 頁参照。
（73）  井田良「最近の刑法学の動向をめぐる一考察」『法学研究』84 巻 9 号（平










大塚仁『間接正犯の研究』（昭 33 年・1958 年）60 頁、佐伯千仭『共犯理論
の源流』（昭 62 年・1987 年）78 頁など参照。
（80）  Vgl. M. E. Mayer, （o. Fn 46）, S. 375f.
（81）  Hegler, Zum Wesen der mittelbaren Täterschaft,  in: Die Reichsgericht-
spraxis im deutschen Rechtsleben, Bd. 5, 1929, S. 305ff.
（82）  Eberhard Schmidt, Die mittelbare Täterschaft, Festgabe  für Reinhard 
von Frank, 1930, S. 106ff.; Mezger, Ein Lehrbuch（o. Fn 71）, S. 415f. 
（83）  小野［構成要件の理論］・前掲注（35）118 頁。
